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人と、地域と、つながり、心が満たされる未来をつくりたい。
From The President

「100年後の世界を
良くする会社」を目指して

今は変化の時代です。価値観が

多様化し、社会や産業のあり方も

変わるなか、「 1 0 0年後の世界を

良くする会社」を目指すハウスジャ

パンは、1 0 0年後に向けてどうす

るべきか。導きだした答えが、より

多くの人の意見を反映しながらも

スピーディーに行動できる組織に

することでした。そこで社員全員に

求められるのは、経営者の視点で

す。様々な局面で自分ならどう意

思決定するか、どんな施策をする

のか、何を目指してどうあるべき

か。一人ひとりが考え、全員で決

め、実践できてこそ、お客様そして

社会が求めるものを提供できるの

だと思います。

全員参加型で新たに取り掛かっ

たのが、ビジョン、ミッション、ア

イディンティの策定です。代表で

ある私のトップダウンではなく、

社員全員が意見を出し、未来構

想プロジェクトのメンバーたちが

議論を重ね、検討を深めて決定

しました。

多くの社員から「つながる」「つな

ぐ」という言葉が打ち出され、そうし

た思いが皆の中にあるのだと私自

身発見がありました。

この言葉が示すように、今は自社

だけとか日本だけを考えていれば

よい社会ではありません。もし、世

界のどこかで争っていたら必ず別

の国にも影響が及び、あらゆる場

所がつながっています。広い範囲

で、自分たちだけでなく、子や孫の

世代までしあわせな状態をつなげ

ていくことが大切です。様々な意

味の込もった「つながる」をキーワー

ドに、その喜びをデザインすること

を私たちの新しいミッションとしま

した。

このコンセプトブックは、そうした思

いや姿勢を伝えるとともに、心が

満たされる未来を地域の人々やお

客様と創造していきたいと考え、

つくったものです。

社員の働き甲斐を高め
地域の子育て世代を
バックアップ

当社は1 9 8 3年に設立し、地域に

根ざし家づくりを手がけてきまし

た。これまでもこれからもずっと変

えないのは、経営の目的である

「縁ある人をしあわせにする」。つ

ねに、三方よしを心がけます。

それでも判断に迷った時に優先す

るのは間違いなくお客様。顧客の

立場で考え、判断するよう徹底し

ています。ただ、ものをサービスし

たり値引きをしたりといったことで

はありません。あくまでも「いい提

案」をして心から満足してもらうこ

とが、信条です。

例えば以前私は、新幹線での出

張が多いお客様に、自社物件で

はない、駅に近いマンションを提

案したことがあります。さすがに驚

かれましたが‥。相手にとっての

ベストは何かと考えた結果が「い

い提案」だと思ったからです。

当社の営業社員には、お客様は

自分のきょうだいや親戚、友人だ

と思って接しようと言っています。

会社のメリットはひとまず置いて、

大切な人には本当に一番良いと

思うものを薦めますよね。じっくりと

話を聞き、どんな生活を望んでい

るか、どんな人生を求めているか、

その価値観を探る。「本当に求め

ていること」を見つけだし、それを

実現するための提案こそ、真の喜

びにつながると考えます。

一方で変革したいのは生産性。人

とつながりを持ちながら、生産性を

上げることです。といっても、効率

だけを追求して社員が疲弊しては

意味がありませんので、終業時間

は早く、一人当たりの受注高は高

くというのが理想ですね。実は以

前、当社は1人あたりの受注高が

全国第９位だったこともあるんで

す。ただ、現状は個人の力に頼る

部分が大きいので、新人も含め多

くの社員が活躍できるような仕組

みを整えなくては。新しい技術やデ

ジタル化を導入して、情報不足に

よるストレスとスピード低下を抑

え、誰でもクラウドなどで情報共有

できるシステムの構築などを模索

中です。

経営者として一番の目標は、社員

が働き甲斐を高いレベルで感じら

れるようにすることです。できれば7

年後ぐらいには、働き甲斐のある

会社ランキングで全国トップ1 0に

入りたいですね。部署やキャリア

に関わらず、互いに敬意や感謝で

つながり、成長やチームへの貢献

をどれだけ追い求めているかを一

つの基準値とします。社員の中に

は感謝を表現しづらいという人も

いるでしょうから、アプリやサンクス

カードのようなツールも取り入れ、

気持ちの見える化を図りたいと思っ

ています。

不安や不満、疑問などを解消する

ためには、社員と私の1対1ミーテ

ィングを定期的に実施。現状や困

り事を聞いてサポートします。ポジ

ティブな気持ちもネガティブな感

情も、細かいことを軽んじないよう

にしたいもの。日々の積み重ねが、

働き甲斐につながりますから。

さらに会社としては今後、家を建て

お子様を育てる方たちをハードと

ソフト両面からバックアップしてい

きたい。共働き家庭も増えている

現状を踏まえ、地域に「コミュニ

ティ」や、分譲地内に学童保育の

ような「子どもたちの居場所」をつ

くったらよいのではないかと考えて

います。

町やコミュニティといった要素を

絡めると、教育は可能性が広がる

という思いから、4年後を目処に

「教育事業」に着手する構想を描

いています。目指すのは、インプッ

ト型ではなく、アウトプットできる学

びの場の提供です。例えば、1 ,00

円をどうしたら1 , 0 0 0円にできる

か、勉強は社会でどう役立つかな

ど、小学生の頃からビジネスにふ

れると、勉強への取り組み方が変

わるのではないでしょうか。将来は

国の生産性だって上げるかもしれ

ません。まだ夢ですが、最終的に

いかに世界を良くしていくかを考え

ています。
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私たちが住宅事業に加え、教育

事業および地域創生に関わるこ

とで、生活のすべてに必要とされ

る存在になれたらと思います。ちょっ

としたことも頼りにされる、暮らしの

町医者のようなイメージです。今の

若い世代は、社会への貢献意欲

が強いので、そうした若者や学生

と一緒に自分たちの地域につい

て考え、協力すれば、世の中はき

っと変わっていくはず。本気で社

会を良くしたい人たちがつながる

と、西三河の未来は明るい！そう信

じています。
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